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   Ｌ TK SL KT HT MA YH HK DM 

 

長野を朝早く出てディスポート南魚沼にて現地組と合流。 7:00ディスポート P 

出発 

今ｼｰｽﾞﾝの越後の花山行は、カタクリと桜の名所 六日町の坂戸山と（坂戸城

下は大河ドラマ「天地人」の直江兼続の生誕地として有名？）現地ｶﾞｲﾄﾞ？の M

さんに無理に(有無を言わせずというか?)ｵﾏｹを付けてもらった六万騎山。登

山口(鳥坂神社)境内 P にはすでに(多分花見の？)多くの車があり、神社横

には綺麗なトイレも完備。 

神社の右手を尾根に登る薬師尾根コースへと、向かう。登り始めてすぐに桜

が満開、道は緩やかな公園の園路を歩く気分、両脇に置かれている石の観音様を見ながらの登り、時々振り返り 見おろ

す様に観る満開の桜はみごとなもの。眼下に六日町の町並みが見えてくると右手の真っ白な苗場の山が霞に臨める。と

は言ってもそれは戦国の山城桜並木が少なくなり始めるとすぐ大きな除草ﾏｯﾄ？を敷き詰めた階段状の急登となり、満開

の桜に事寄せて桜に囲まれてしばしの休み 極楽気分！！ 道脇のイワカガミ、イワウチワを眺めて一休み。 

 

霊仙寺山 スキー場に遊ぶ鹿の群れ 

春の花 オダマキ 
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山麓の坂戸城跡(曲輪,空堀な

どの遺構のみ)から山頂へは、

地元の方にとっては、上田-太

郎山様なﾄﾚｯｷﾝｸﾞｺｰｽで タム

シバ、桜、ｶﾀｸﾘの中をﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

姿や空身で駈け登る人たちで

賑やか。(花の中央にある「柱

頭」のヒゲ状の突起があるの

は、コブシだそうです=H さん調査)8:15 尾根ピーク 寺ヶ鼻ｺｰｽと合流後傾

斜が緩くなり左に折れるとすぐ頂上直下の鎖場の筈？が良く整備された階段を登ると山頂で、かなり広く、本丸があった

ことをうかがわせる。 

8:40坂戸山山頂 山頂は南魚沼市街が一望でき、山頂広場には富士権現を祭った社が、さらに、東京スカイツリーと同じ

標高 634M という事で、「東京スカイツリーと同じ高さです」という看板がいくつも立てられている。 

9:00～9:40 大城（行動食）山頂から小城、大城址へ向かうが結構な残雪。大城址からは、上越国境の 苗場山、平標山、

八海山、遠くの守門岳？など残雪の山々観れ、すぐ間近には、金城山が聳えて巻機山への白い峰が一望。 

10:00 坂戸山山頂(戻り) 下山には谷筋を下る城坂コースを、登りに

比べあまり道は良くない！！ ﾏｱｰ！！山道はこんなものか やや急

な谷？斜面にﾂﾂﾞﾗ折の道が続くが、上りに比べこちらのコースは、花

の多さでは圧倒的で イチゲ、エンゴサク、、、、ずっと下って、麓近くま

でくると、残雪の影響なのかカタクリやキクザキイチゲがちょうど良い

状態でした。坂戸城址付近はサクラとカタクリの競演が見事で、特に

麓の平らなエリア「家臣屋敷跡」はお花畑。下山時間を気にしない山は

最高!!と、写真班は大忙し。 

ディスポート P着 11:50 

六万騎山登山口 P12:10→山頂 12:50→六万騎山登山口 P13:20  地

蔵尊-頂上-庚申塔の周遊 

「カタクリは終わりかな」と思ったのだが、山頂付近はピーク。山頂の満開の

ｻｸﾗの下は ﾋﾟｸﾆｯｸ ﾗﾝﾁで大賑わい! 

盛りは、イカリソウ、スミレ類、ツバキ、エンゴサク、木々の芽吹き。  (´∀｀) 

例のごとく お風呂  ロビーには何故かパンダの剥製がある   

 

五十沢いかざわ温泉ゆもとかん                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クマさん記 

タムシバ 
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４月２６日(土)～27 日（日） 唐松岳～五竜岳隆（例会山行） 

 

 

 

 

 

CL T  M  I  T 

天気： 晴れ 

1 日目行程：8:30 ゲレンデトップ（八方山荘）→12:00～12:50 唐松岳頂上山荘 13:00→16:10～17:00 五

竜山荘 

 

今回は各自の車で行くということで五竜スキー場の駐車

場で集合した。車をデポして姐さんの車１台で八方のス

キー場へ向かった。８時からだと思っていたゴンドラが７

時半には動いていた。ここで I さんと合流してゴンドラ乗

り場へ。ゴンドラは手荷物が１５kg 以上だと別料金がか

かる。はかりにザックを乗せるとみなさん２０kgオーバー

だ。重い。冬山テン泊装備をかつぐのは１年ぶりなので

不安がよぎる。ゴンドラとリフト２本を乗り継ぎゲレンデト

ップへ。ＧＷ初日で天気快晴なので登山者が多い。山ス

キーの人もかなりいた。歩く前から暑いのでシャツ１枚で

出発した。それでも歩いてすぐに大量の汗が噴き出した。

ザックが重い。足も重い。白馬大池を過ぎた所でアイゼンを装着。さらに足が重い。長野マラソン組は余裕

で進んでいく。Iさんも早い。次第に前の３人との距離が開いていく。私と K さんは牛歩というか亀のような

ペースになっていた。ちなみに唐松山荘到着時刻が

12:00～12:50 となっているのは最初に着いた M さん

と K さんとの時間差だ。山荘の前で K さんの共同装

備を姐さんと M さんが受け持つことにした。唐松まで

来る人はたくさんいたけどここから五竜へ向かう人は

ほとんどいない。ここからが今日の核心の牛首の下り

である。牛首へ向かうトラバースにさしかかったところ

で K さんが「膝に嫌な予感がする」ということで、今な

らまだ引き返して下山できるので一人で撤退する事に

なった。お疲れ様でした。五竜へ向かう稜線は雪が溶

けていて夏道がしっかり出ていた。下りの鎖も出てい

たのでザイル無しで降りられた。五竜までは一旦大き

く下って登り返すコースだ。所々残雪があったけどザ

レ場が歩きにくいので途中でアイゼンを外した。先を歩いていた M さんと I さんがもう見えない。ヘロヘロ

のバテバテになりながら姐さんに付き合ってもらった。夕方になって気温が下がってきた。最後の白岳の

急登は雪面が凍りだしている。アイゼンを外してしまったので慎重にキックステップを蹴りこんだ。滑落した

らアウトだ。そしてなんとか五竜山荘に到着。先に着いた二人がテン場の整地を済ませてくれていた。小

屋には遠見から来たであろう人たちがたくさんいた。小屋泊まりの人が多くてテン場は空いていた。天気

は最高だったけどとても疲れた一日でした。                                  T 記 

 

唐松山荘（私をいれて五人）だった） 

「五竜岳の山頂はなぜか 3 人だった」  
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４月２７日(日) 赤谷山（個人山行） 

 

2 日目行程：6:30 五竜山荘→7:40 五竜岳→8:50～9:40 五竜山荘（テント撤収）→11:30 中遠見 

→13:00 五竜ゲレンデ 

  最初のメンバー構成は 6 名。出発前に所用で 1 名脱落。前日の唐松岳で 1 名脱落。五竜山荘で 1 名

脱落し、結局頂上を踏んだのは何故か 3 名。やや遅めの出発で 6 時半に山荘をでる。数パーティが既に

登っている。ザイルを持っていったものの、特に使うような場面はなさそうだ。稜線の西側斜面をひたすら

登る。徐々に傾斜はきつくなるが、昨日のような重い荷物を担いでいない為、足は軽い。雪は、凍ってもな

く溶けすぎてもなく、いい感じにしまっており登りやすかった。難しい技術を要するところもなく頂上に着く。

今日は風がないので暖かいが、やや霞んでいるため、景色がいまひとつすっきりと見られないのが残念で

ある。頂上での気分を満喫し下山。急斜面のところは、さすがに前向きでは降りられず、後ろ向きでステッ

プを切るが、気温も上がり、雪が所々軟らかくステップが崩れる場面もあった。それでも今日の雪であれば

難しいところはなく、五竜山荘に到着する。テント撤収し、再び重い荷物を背負う。日差しが強く、暑い。あ

～ビールが飲みたいな。といった感じ。遠見尾根を順調に降り、昼過ぎに五竜ゲレンデに到着し、今回の

山行は終了。今回は 2 日間とも素晴らしい天気に恵まれた。                       T 記 

 

 

 

 

OS 

天気：晴れ 

6：00 馬場島駐車場→6:50 取水口→8：10 岩室付近→9：20 1450m 右股→10:50 P1826 手前のコ

ル→12：50 赤谷山 13：10→ 15：00 岩室付近→16：30 馬場島荘 

  劔の北方稜線を眺めに赤谷山（アカタン、Web 等はアカタニ）に行ってきました。馬場島の駐車場より

林道を歩き、まずは取水口（写真１．）を目指しました。途中林道の（取水口 直前）橋は取り外されていて、

渡渉します。今年は雪が少なかったせいか、水量が少なく、幸いにも靴を濡らすことはありませんでした。

取水口は、作り替えてあり（鉄はしごは無く）、左側の登山道でダムを越えていきます。ブナクラ沢の右岸

を進みます。以前に下見に来た時には、高巻地点が判らず、天気も雨模様でしたので、撤退しました。し

かし、今回で解った高巻地点は、高巻といっても数メートルの高さのものでした。この高巻点は、倒れた

木々で通れず、すぐ下の雪渓（シュリンド）をヘツリました。岩室付近に来たら、後続者にトレースのお礼を

言われ、どんどん追い抜かれて、しまいました。お陰で冬道（右股）は先行者のトレースを辿ることができ

ました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１．取水口 写真 2．冬道（右股）右が 1826
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４月２８日(月) 浅間山（個人山行） 

 

しかしながら、ちょっと自分の体力の限界を見たようで、餓鬼岳に続きまたまたショック、しかし天気もよ

く気を取り直し、マイペースで登りました。頂上近くになると急に賑やかになりました。まずは外人さんガイ

ドの日本人グループ（近くでテン泊らしく軽装）、次に尾根伝いに登って来て、下山中の団体さん等など、し

かし頂上は、数人でほぼ貸切状態でした。  

 

頂上では 360°展望に、例によって独り言の山座同定、写真３の後立山の鹿島槍、写真４の北方稜線

白萩山、赤はげ、池谷山、三の窓、劔岳、また後方には毛勝三山と最高でした。帰りは往路を辿り、春山

を堪能してまいりました。馬場島荘でゆっくり風呂につかり、夕食は管理人さん夫婦の オ・モ・テ・ナ・シ 

を堪能してまいりました。                                              O 記 

 

 

 

 

ＣL HT YH MA 

道の駅雷電くるみの里集合 7：00→浅間山荘 8：00→火山館 10：20→前掛け山 12：40→火山館 14：

20→浅間山荘 15：50 

 

「28 日にどこか登りたい。」との私の要望に、H さんが計画してくださり、富士登山のトレ山行です。 

当初集合時間は朝 8 時の予定でしたが、コースタイムが長いので 7 時集合となりました。 

三人共ゆとりを持って 6：45 には集合完了。Y さんの車で浅間山荘に向かいます。車中で前日の戸隠

山行の話などしながら浅間橋まで来たところで、登山者、カメラマン、消防隊員と思われる方々が大勢 車

から降りている。ひょっとしてここ

から歩き？と Y さんが確認してく

ださる。開山祭準備で登山道の

下調べに入る為集合したらしい。

先に通していただき浅間山荘へ

到着。靴を履き替えて…。 

無い(-_-;) 

やってしまいました。登山靴を自

分の車に置き忘れてしまったので

写真３．頂上で右奥が鹿島槍         写真４．北方稜線と劔岳本
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４月２９日(火・祝) 尼厳山フリークライミング（例会山行） 

 

す。ごめんなさい。何でもっと早く気付けなかったのか悔みましたが、後の祭りです。 

雷電くるみの里まで往復して頂き、（ありがとうございました。）登山届を出し、浅間山にむけてようやく

出発です。 

なだらかな道を一の鳥居まで、その先は二手に分かれます。不動滝コースを行き、丸太椅子の置か

れた二の鳥居で休憩です。このあたりから急登になり、硫黄臭が強くなったと思った頃、火山館が見え

てきました。 

火山館はテラスもあり、きれいな山小屋ですが宿泊はできないそうです。以前は泊めてもらえたそうで、

囲炉裏があり、せんべい布団だったそうです。 

ここで休憩。『火山活動レベル 1前掛け山まで行けます。』の表示有。館長？さんから「上は雪が無い」

との情報を頂き、先へと進みます。残雪に先行者のトレースがあるので悩むことなく歩けます。 

黒斑山への分岐を過ぎ、Ｊバンドへの分岐を過ぎたあた

りから、岩礫の登りが始まり、徐々に急登になります。下山

の方から『一番きついあたりですね。』の声がかかります。

風が冷たくなり、ジャケットを重ねて登ること数分。立ち入り

禁止告示板が有、緑色のロープが張られています。 

休憩後、ここから右方向に折れ、緩やかな登りを進むと前

掛け山頂上です。山頂からは 360°の展望ですが、曇り

のため霞んでいて少し残念。寒いので早々に下山開始。 

浅間山荘、天狗温泉に浸かり、道の駅雷電くるみの里

でほぼ予定どおりの解散となりました。 

ありがとうございました。                                              M記 

 

 

 

 

L SY UY KK FS SS SM DM TT 

松代東条の神社鳥居前 P 8：00→尼厳山（あまかざりやま）岩場 9:20 フリークライミング 岩場 16:45→  

鳥居前 P17:34 

 

7:30 平青学園集合組と松代東条（ひがしじょう）の玉依比売命神社近くの P で待ち合わせ、すぐに岩場

に向けて出発。岩場は遠い。距離 1.8km 登り

標高差が 370m あり、途中休憩を挟んで 1 時

間以上かかった。 

天気が心配されたが 予報通り日中は曇りで

ときおり低気圧の影響か肌寒い風を感じる程

度、撤退間際にほんの少しパラパラと来ただ

けでまず文句のないクライミング日和であった。

ルート名・・・無名ルート 5.7 ラストエンペラー

5.10b ビックフェイス 5.9 ハイキングコース

5.10a パレフェイス 5.11b－ グルコシス 5.10a 

L S さん、K さん、F さんがリードで登り、トップ

ロープをかけてくれる。 私個人はラストエン

ラストエンペラー５．１０ｂをリードで登る S さん(左)

とビッグフェイス 5.9 トライ中の S さん 
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５月３日(土)-４日（日）東北遠征 岩手山＆八甲田山（個人山行）山スキ

ーー 

 

ペラー5.10b は最後の核心部分でフォール・テンションしたところであきらめてしまった（トップロープ）。パレ

アナフェイス 5.11b に至ってはまったく手がかりさえつかめず最初から挑戦する気をなくしたのが実態、よく

こんなところをリードで登るものだ、と信じられない気持ちだった。 

びっくりしたのが アートウォールに 2 回行っただけで今日が初めての外岩という D さん。最初から、無

名ルート 5.7 に苦戦こそすれ完登。次はビックフェイス 5.9、ここは上部に悪いところがあり自分の感覚では

10a の感じのところ、時間はだいぶかかったが見事完登。初めての岩場でこのグレードを登ったのはすご

いが それ以上にすごいのが何回かテンションは挟んだものの 15 分以上続けたその粘り強さである。 

さらに驚いたのが S さん。4/6 入会ということで初めての例会参加だそうだが ラストエンペラー5.10b を 

テンションは挟んだものの 完登。それも 25 分くらい粘り強くトライを続けたもの。F さん曰く「男は瞬発力

があるが、どうしても腕力で登ろうとして疲れてしまい、すぐあきらめてしまう。女性は筋力で劣る分、足で

しっかり立って登ろうとするし持久力もある」。まさに「御意！」である。もっともSさんはジャンダルムも北鎌

尾根も制覇しているそうだから当然といえば当然かもしれない。クライミング川柳一句「わたしダメ！ 言っ

てる彼女 サル登り」 

フリークライミングは登山道の岩場通過のためのトレーニングにもなるし、トップロープとはいえ登れた

時の爽快感がたまらない。また休憩しながらのおしゃべりも楽しく、満足感たっぷりの一日だった。リードは

5.10 レベルは自信をもってやれる程度には上達したいと思った。S さん、K さん、F さん、U さん、S さんの

ベテランには技術面・安全面双方について 丁寧にしかもやさしく教えていただき感謝です。また S さんお

手製の人参ケーキとリンゴをごちそうさまでした。                              T 記 

 

 

 

 

１日目：5 月 3日（土）  岩手山 焼走りルート 

CL：TS MT KE 

行程：7:40 焼走り国際交流村出発 →11:00 第２噴出口跡 →11:20 第１噴出口跡 →13:40 釜口 →

14:00 岩手山頂上（滑降ポイントまで降りる）→14:50 滑降開始 →16:00 焼走り国際交流村到着 

 

 東北遠征に行って来ました。ひょんな話から東北に行くこととなり、1 日目岩手山、2 日目八甲田山の予

定で遠征。前日の夜 12時に栃木の佐野で合流し、夜通し交替で運転をしながら東北自動車道をひたすら

北上する。佐野 IC で高速道路に乗った時から帰省ラッシュと重なり渋滞、福島あたりまで延々とスローペ

ースとなる。真夜中だというのに、SA、PA はどこ

も満車状態。朝までにたどりつけるのか心配であ

ったが、何とか 7 時半に予定の西根 IC に到着す

る。空はやや薄曇りで霞んではいるが、まずまず

の天気で、岩手山が拝める。予想通りに岩手山の

頂上には雪がないのがわかり、後は麓がどの辺

りまで雪がなく担いで 

歩くかである。身支度を整え、板と靴を担ぎ、8 時

半過ぎに岩手山に向けて出発。標高 600m から

出発し、標高 900ｍあたりから雪が着き始め、第２

噴出口跡手前 950ｍあたりからシール登行となる。

第１噴出口跡を過ぎると、樹林帯を抜け下界の景
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色が一望できる。全面に広がる高原は長野にはない風景であり感動。ああ~東北にきたんだな~としみじ

み思う。快調に 1800ｍ付近まではシール登行。雪が切れ始める手前で、板をデポし、頂上まで歩く。風は

強い。岩手山は富士山と同様に溶岩のため、非常に歩きにくく、一歩踏み込んでも半歩崩れ、岩もほとん

ど浮石であり崩れ、足元は真っ黒である。ようやく釜口に到着。釜口の周囲を歩き、頂上 2038ｍに到着。

頂上からは 360°の景色を堪能する。日本海側はま

だ残雪が多く、八幡平も真っ白であった。ゆっくりとし

たいところだが、登りだしで暑かったので薄着で登っ

ていたこともあり、頂上付近の風と、やや太陽が隠れ

始めていたことが重なり、寒く長いはできず、早々に

デポ地点まで降りた。デポ地点に下りた頃には、ポツ

リポツリと雨が降り出した。さて滑降。なぜかこの頂

上付近には、なぜ出来たのかわからないがクレータ

ーのような穴が凹凹とあり滑りにくかったかが、その

後は快調に滑る。それでも下肢の筋力がもたず、15

ターンくらいがせいぜいで休憩。滑ればあっという間

で、20 分足らずで楽しいところは終了。その後は、樹林帯をボーゲンと横滑りで高度を下げ、900ｍ地点

あたりから板を担ぎ歩く。予報通りに夕方、秋田の方から天気が崩れ、本格的に雨が降り始めた。どうも

天気の悪い方に向かって遠征に来たようだ。雨の中 1 時間弱歩き下山し終了。 

岩手山の記録を見る限り、ほとんどが 3 月下旬から 4 月初めに滑っている。5 月の記録はなかったの

で、GW のスキーは遅いかなと予想はしていた。やはりその通りであり、時期としては遅い。樹林帯のとこ

ろも既にブッシュがいたるところでていた為、板を担いで歩く距離が必然的に長くなった。それでもとりあえ

ず、1日目の計画は無事終了。温泉で汗を流し、次の予定地の向かう途中で『道の駅かづの』泊。23時就

寝。                                                           T 記 

 

２日目  5 月 4 日（日）八甲田山（高田大岳） 山スキー 

行程：10:00 酸ヶ湯温泉発 → 11：30 仙人岱ヒュッテ着 → 13：30 高田大岳山頂 → 16：

00 谷地温泉 →17：00 酸ヶ湯温泉駐車場 

 

2014G.W.東北遠征計画の 2日目は八甲田山で

ある。前日泊の「道の駅かづの」を早朝に出発。十

和田湖を経由し、途中奥入瀬渓流を横目で見なが

らの新緑の中のドライブは実に気持ちがいい。空

はやや高曇り状態であるが天気もいい。 

9 時過ぎ、酸ヶ湯温泉の駐車場に到着。両脇は

5～6ｍ程の雪の壁、雪量は豊富でどこでも滑れそ

うである。昔からのクラシックルートである八甲田山

は、ロープウェイを利用したツアーコースがいくつも

ある。今回計画した 2 日目のプランの中で、どのコ

ースにしようか決めかねていたのだが、隣に車を止

めた地元のおじさんの情報から「高田大岳～谷地

温泉ルート」に決定して 10 時酸ヶ湯温泉を出発す

る。 

（なだらかな斜面が多い。写真は大岳） 
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５月３日（土）－４日（日） 徳本峠から霞沢岳（例会山行） 

 

各ルートはどれも案内板や道標の竿竹で明瞭である。11：30 硫黄岳と大岳の鞍部にある仙人岱ヒュッ

テに到着。大岳・小岳・高田大岳を目の前に一 

休み、なだらかな山がいくつも続いて最高のロケーション、ツアー客も実に数が多く、あちこちの斜面で

登ったり滑ったりの山スキー天国である。出発が遅かったこともあり、また最終バスの時間もあるため一

休みしてから先を急ぐ。 

12：30 高田大岳の下部に到着、ガイドツアーらしきグループが斜面を登っているのが見える。直に斜面

が急になってシールが効かなくなり、板を担いでツボ足に切り替える。途中からものすごい強風となり飛ば

されそうになりながら 13：50山頂着。強風で長居できないため、前のスキー2人組に続いてハイ松の中の

登山道を降り始める。ここでよく考えればよかったのだがまたまた痛恨のミス。すぐに滑り始められると思

っていたのだが、見渡す限りはるか下部まで雪が見当たらない。強風の中、ハイ松が登山道を覆い尽くす

道を下山するのはかなり大変。スキー板や服が木

に引っ掛かり前に進まない。T リーダーはおニュー

のウェアーが気になって歩みも遅い。 

250ｍ程標高を下げ、いい加減うんざりした頃、

ふと横を見ると、なんと雪渓らしき斜面が見え

る！！・・・なんで？と思いながら出てみると上部に

も下部にも素晴らしい斜面が広がっていた。標高を

下げると均等に雪が顔を出すものばかりと思ってい

たが、山頂から繋がっている雪渓と雪のないハイ松

帯とが入り組んでいたのであった。 

今更悔やんでもしょうがないので、時間を気にし

つつ急いで登りかえす。3：15再度高田大岳山頂直

下に到着。直前に滑って行ったガイドツアーを追っ

て、すぐに滑降を開始する。既に多くの人が滑って

おり斜面はゲレンデ状態だが、ずっと下まで見える大斜面を高速で飛ばしてすぐに下部まで滑り降りた。 

あとは縦横につけられたトレース沿いに谷地温泉まで滑って終了、計ったように最終バスの時間には間

に合った。15 分ほど遅れてやってきた JR バスに乗り込んで 5：00 過ぎ酸ヶ湯に帰着。5：30 千人風呂を

楽しみにしていた酸ヶ湯温泉のドアを潜ると、なんと・・・時間切れで入浴が叶わなかった・・・・。茫然自失

状態であったが、やむを得ず「奥入瀬渓流ホテル」の高い風呂に。東北まで来て実に無念であった。食事

後、「道の駅とわだ」まで移動して憂さ晴らしの宴会となった。                      M記 

 

 

 

Ｌ：S K Y S H D T H 

３日 9：15 白沢出合 → 12：00 徳本峠４日 5：25 徳本峠 

→ 6：40ＪＰ（2428 ㍍）→ 9：00（Ｋ１手前 2420 ㍍）   11：

00ＪＰ → 12：00 徳本峠 →14：00 白沢出合 →上高地

14：00 沢渡の駐車場で共同 

装備を分担してジャンボタクシーに乗り上高地に降り立つと,

ＧＷの観光客で賑わう河童橋、沢山の人がいました。私達は

テント泊の大きなザックを背負い明神への林道を足早く進ん

で行きました。徳本峠への道は、明神から５分ほど行った白

（はるか下まで一直線に続く斜面をバックに） 
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沢出合を右に曲がって進みます。しばらく歩道を行くと、雑踏から逃れ急に静かな登山道となり、雪もでて

きました。谷筋の雪渓に入り、斜度のでてきた道をDさんがトップで快調に上を目指します。黒沢のルンゼ

の斜度がきつく成る程に背中のザックが重くなる。もう少し軽くできなかったのかザックの中身がやたらと

気になりました。 

途中トップを H さんに交代、３０分頑張って休憩ここは、ゆっくり登りました。でも時々振り返ると明神が始

終どっしりと聳えている。その雄姿さに励まされ、もうひと踏ん張り、２時間程登ると進行方法にロープで侵 

入禁止の印がここで最後の休憩、随分標高が上がった。徳

本峠が大分近くに成った事を感じ、左にトラバースしてひと一

登りすると、徳本峠小屋は、私達の目の前に突然現れました。 

まずは、テント設営です。テント２張に適した場所を探し、

テント場の雪を平らにしていきます。グーテンの人達に取っ

ては手なれた作業、テントに落ち着いて酒盛りが始まったの

は午後２時頃、参加人数が多い分話題も多く楽しかった。５

月 と も な

ればテン

ト内の密度が高いばかりで無く過ごしやすく快適でし

た。 

リーダーから「明日は３時半起床、５時スタート、時間制

限９時」と伝えられ就寝、気に成る地震とテント上を吹く

強い風の音に気を取られ眠りました。 

４ 日 の

朝が開け

ました。夕

べの地震は収まり、暖かい味噌汁で朝食を取り、行動食を

サブザックに移し、アイゼンを装着、テン場の前の急登を登

り始めたのは５時過ぎでした。 

今日も明神が穂高の山並が、朝日の中に映えます。昨日と

違って背中のザックは軽く快適です。皆で行ける所まで頑張

ろうと意気込み登っていきます。トップは、K さんです。ＪＰま

でいいペースで登ると森の中にポツポツテントが現れ、前方に御嶽山や中央アルプスが見えてきた。ＪＰ

の最高地点で休憩、ここで、右に直角に折れトレースを辿って下る。私がトップに成るしばらく下ると目印

の赤いテープが無くなる。急斜面のシラビソ林に出る少し不安に成り振り向く、登山道から反れたみたい

だ。急斜面を左にトラバースしてコースに戻る。下りになると確認怠り速度を上げる悪い癖がまたでた時間

のロス、皆さんすみません。 

正規のルートに戻り、先を目指す私達の前に霞沢のＫ１、Ｋ

２、本峰が見え隠れする。 

遠い、また、今日も日射しが強い、雪面に反射する照り返

しが強い鼻の頭や頬が日焼けでヒリヒリする。前を行くKさん

が急登を見上げ「さあ～スイッチを入れて一気に登るぞ。」と

かけ声が、よしギアを切り替え最後の頑張りだ。登ったピーク

で休憩、残り時間が少なくなる。行ける所まで行こうと決め

た、最後１５分、ここからが楽しい稜線歩き、今までの疲れを
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５月 1７日（土） 富士山 （例会山行） 

 

忘れさせてくれる。 

霞沢岳の本峰、左前方の明神と穂高連峰が綺麗、やはり雪を頂いたアルプスは最高、いい気分です。

ちょうどＫ１直下に達した所で、タイムリミット、回れ右です。下調べしたＫ１直下の垂直の壁を体験したか

ったけど、テント撤収と上高地からのタクシーの乗継があります。 

時間的限界です。帰りもかなり大変そうです。足も疲れてきているので、登り以上に慎重に降りていきま

す。徳本峠からは、また重いザックを背負って、楽しかったテン場を後に、真正面に明神岳を見ながら、一

気に下りました。稜線から見た明神岳と穂高の山並、仲間と囲んだテントの夜は最高でした。 H 記 

 

 

 

 

 

 

L：T SL：Y M T H 

富士吉田口５合目駐車場 7：00→９合目 11：00→５合目駐車場 14：15 

 佐久から須玉 IC～一宮御坂 IC～御坂道を通って河口湖町へ。ここが最短で行けるルート。 

５合目で唯一宿泊出来る佐藤小屋は土曜日からしかやっていないと言うので Yさん、Mさん私は、下で前

泊することになった。如何わしいサイトから見つけた超安宿。入ると何となく東南アジアの雰囲気。やっと

出てきた人は、日本語がうまく出来ない。通された部屋は窓の全くない密室。レストランがあると言うので、

メニューを聞くと「家で作る鍋ひとつだけ、辛いのとそうでないのがある」・・・・暇なので町を一巡。駅の向こ

うに富士山が見えるレストランで「ほうとう」を食べた。タンパク質は揚げだけの質素さ。それでも、宿に帰

ると愛想のいいにこやかな日本人のおばさんが「部屋を間違えました。」と今度は、富士山が少し見える、

湯沸かしセット、冷蔵庫、立派なテレビのある部屋に案内してくれた。布団も綺麗で・・・これで一安心。ま

あよかった。脱いだ服が濡れそうなシャワー室でそ

そくさと汗を流し、早々に布団に入った。 

 車中泊組の T さん、T さんと道の駅で合流。６時

開門のスバルラインに入った。昨日までの風は無い。

日本晴れの富士登山には最高な日になっている。５

合目からの富士山は気高く輝いていた。 

「これなら登れる！」と確信。富士山に登ったことが

あるのは五人のうち T さんだけ。夏の喧騒と、富士

山の気性の激しさを思い、登る機会を逸してきたと

いうところだろうか。 

  

 

 

高調した気分で（極普通だったかな）登山道に入る。 

しばらくは下り気味。眼下の山中湖や富士山周囲の山々を眺

めながら歩く。アップにちょうどよかった。 

佐藤小屋の見える付近から登りとなり、約一時間で６合目に到

着。６合目から酸素を吸って行くと後半で楽だ、と友達がアドバ

イスしてくれたので、酸素補給をした。初めて使う酸素ボンベ、

５合目からの富士 
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５月１７日(土) 富士山 山スキー（富士宮口から）（例会山行） 

 

味も臭いもないので効果は不明。７合目花小屋に到着 2700ｍ。唯一山小屋の名前表示が出ていた。後

は、標高と合わせて何合目か見当を付けて行った。この上からは山小屋が乱立、写真の通りだ。 

７合目上までは、夏道だったが、それ以後はアイゼンを付けた。登りやすいザラメ雪。これなら滑落は避け

られる。随分高度を上げて来た。富士山７合目鳥居 2900ｍ。展望はまさに日本一。南アルプス、八ヶ岳、

丹沢、甲信境の山々そして伊豆半島、駿河湾・・・遠く房総半島も・・この展望を楽しみながら８合目へ。登

るにつれ、小屋は深い雪に埋まり、屋根だけを出しているようになる。御来光館 3450ｍを遂に過ぎました。

一歩一歩快調です。 

しかし、９合目に差し掛かると、雪面が急にクラスト。薄い

雪面しか靴で捉えることが出来なくなってきました。ここで滑

ったら下まで滑落する可能性も。時間は 11 時。今日はここ

までとすることに。記念写真を撮りました。 

しっかり、雪斜面を観察。この位の斜度で、この位の雪質

なら山スキーには快適そのもの・・・しかし、よく考えてみてく

ださい。スキーを担いで登った分より滑ることが出来る斜面

は絶対少ない。“登りが報われない山スキー”ということです

よ。行きますか?・・・ 

下山は、斜面を選んで尻セードや足滑りを楽しみながら、

それでも、慎重に下った。５合目直前の斜面が目に留まった。「ここから登れて、ここまで滑ってこられる。

あの上は？と思っていたら、にこにこしながらスキーを背負って登る人に行き会う。「ここから随分上まで、

繋ぎながら滑れますよ。でも、今年限りですね。」とのこと。残雪の多い富士山の恵みだ。５合目は観光客

でごったがえしていた。 

初めての富士山の登りは楽しかった。振り返ると登った道がすぐ分かった。あの美しい富士山がちょっ

とだけ近づいてくれた。北アルプス最北端から、高峰山から、八ヶ岳から・・・どこからでも富士山は富士山

だった。しかし、登って見た今、大きさと美しさと魅力を得ることが出来た。感謝。          記 H 

 

 

 

 

 

 

メンバー：T（L）、M 

行程：8:30 富士宮口駐車場発 → 13：00山頂着 → 13：20 剣ヶ峰 → 14：00 山頂発 → 

15：10 富士宮口駐車場着 

 

前年の 12月から 1月にかけて始まる山スキーも半年後の 5

月にようやくシーズン終了を迎えるが、そのフィナーレを飾るの

が最近は富士山ということになっている。ここ 2 年は須走口か

らの山スキーだったが、今年は新しく富士宮口から登ろうという

ことになった。行きの高速道路も甲府南 ICまでで済み、標高も

須走口より 400ｍ程度多めに稼げる。時間も金もかからないは

ずだったが、なぜか時間も金も余計にかかった・・・（？）。 

それはさておき、前夜泊の「道の駅朝霧高原」ではバスのア
（日本最高峰、剣ヶ峰にて） 
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イドリングに悩まされた挙句、富士山展望台への通路

上にテント設営してしまったため早朝から観光客に起

こされ、踏んだり蹴ったり。予定よりだいぶ早くに、

7:30 から開通する富士宮口ゲートへと向かうこととな

った。しかし、ゲートに到着してからは間をおかずに後

続の車で行列が出来だし、7 時過ぎにはゲートを開け

てくれた。 

到着した駐車場はなぜかすでに車で一杯である。

前夜から駐車しての車内泊？世界遺産登録の恩恵？

この人の多さにこの時期トイレはあった？色々と疑問

がわいてくる中、見上げる富士山の斜面にはすでに多くの人が取り付いており、かなり上部まで登山者が

確認できる。 

8：30 我々もスキーを担いで出発。駐車場から雪は繋がっている。標高が高いのと今年の雪の多さから

か判らないが、火山灰で真っ黒にならずに済むのはありがたい。途中 1 回、雪渓を乗り換える地点で岩の

上を歩くが、そこから山頂までずっと雪は繋がっており板は山頂まで担ぎ通した。T さんは頑張ってシール

で登っていたが、8 合目付近でやはりアイゼンに切り替えて板は担いでいた。 

途中、振り返ると富士宮市の町並みから駿河湾に続く太平洋までよく見え、伊豆半島から相模湾、さら

に三浦半島までもが確認できる。眼下に見える太平洋に向って日本最高所から滑り出せると次第に気持

ちも昂ぶってくる。 

登行は 3 千 2～3 百メートルを過ぎると酸素濃度が薄くなるためか、歩みが極端に遅くなる。富士宮口

からの登りは須走口に比べて、あまり斜度のきついところがなく、標高差も少なくて済むためそれほどでは

ないが、それでも最後の標高 500ｍ程はきつかった。 

13：00 鳥居をくぐって山頂火口の一角に登り上げ、そこから 20 分の剣ヶ峰にも足を延ばした。「日本最

高峰富士山剣ヶ峰」の石柱を前に記念撮影、昨年までは火口の反対側からの登りであったため、剣ヶ峰

を踏むのは初めてである。 

14：00、山頂付近はまだ青白く凍っているため、数十メートル板を担いで降り、やや斜度の緩んだところ

でアイゼンからスキーに履き替えて滑降開始。最初は慎重に、やがて傾斜もやや緩んで快適な滑りとなっ

た。 

しかし、それもつかの間、途中やや左に寄り過ぎたかと思って右に進路を変え始めたところで、俄かに

ガスがかかり出した。じっと待つがまったく晴れない。数メートル先がわからないため、滑るに滑れず待つ

しかない。数十分も待っただろうか、そのうち痺れを切らして少しずつ標高を下げだす。先行者の滑りのト

レースは確認できるため、迷うことはないのだが滑りは楽しくない。そのうち徐々にガスは薄くなってきたが、

振り返ると富士山はまだガスの中、下方がようやく見えだしてきて駐車場が確認できた。斜度もゆるくなり

雪も重くなってきたが最後は売店の建物前まで板は外さずに滑降できた。 

後は近くの「天母の湯」で高山病の頭痛（富士山ではいつもなる）をゆっくりと湯に浸かって治し、市内で

夕食（駿河湾の桜海老を期待して寄ったのだが無かった・・・残念）を済ませて帰路に就いた。   M記 
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編 集 後 記 

今年度の非任用月を 7月にしてもらった。これでまた北海道に行けるし、東北やアルプス？な

ど山三昧♪、残りは茶臼でお手伝い…と遊ぶ気満々であるが、考えたら 7月はいいけど 8月は全

く無収入状態になる。おまけに 8月末に姪の結婚式が控え…((+_+))。 でも、かと言って暑い日

中家にいるのも辛すぎるし、いかに出費しないで遊ぶかですね。ともかくも、一緒に遊んでくれ

る方、連絡お待ちしてま～す。 

／とっこ 

 

最近、お手玉に凝っている。小学生の時から何回も挑戦したが全く駄目でいつかは、と思ってい

たものだ。you tube で検索したらコツが披露されているではないか。3週間かかってやっと 20～30

回続くようになった（最高は 60 回）。通販で専用のジャグリングボールまで買ってしまったバカな

私です。 

／えりパパ 

 

新雪の時 愛犬と行ったがご主人様が必死でラッセルしたあとを余裕でついてくる。どうもおか

しいぞ。そこで愛犬と行くときは荷物をもたせることにした。水とビスケットとドッグフードと軽

アイゼンと非常パックなどを犬用ハーネスにぶらさげた。おかげで荷物が軽くなり残雪で結構楽し

てしまった。雪原のなか愛機 GPS を片手に道なき道を桃太郎よろしく犬（猿と雉なし）のお供でさ

まよう。頂上を忘れてたまに一味違う山行もおつなものです。 

／ゾラ     

 

 


